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To acknowledge the duty that accompanies every right 
 

●ク ラ ブ（主 題） “ Stand UP! Y’S MEN ” 

                   「立ち上がれ！ワイズメン」     只野 未来 会長 

●国 際（主 題） “ Talk Less, Do More ” 

「言葉より行動を」                アイザック パラシンカル（インド） 

●ア ジ ア（主 題） “ Start Future Now ” 

            「未来をはじめよう、今すぐに」                 岡野 泰和（大阪土佐堀） 

●西日本区（主 題） “ To Walk Together, Echoing Each Other ” 

            「響き合い、ともに歩む」                   松本 武彦（大阪西) 

●中 西 部（主 題） 「YMCA・ワイズ共に若者、社会に光を」  
 清水 汎（大阪） 

主 題 

いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。すべての事について、感謝しなさい。これが、キリスト・イエスに

あって、神があなたがたに求めておられることである。 

テサロニケ人への第一の手紙 第5章16節～18節 

聖 句 

大坂城と北木島 
工藤 義正  

大坂夏の陣からこの５月で丁度４００年になります。 
現在の大阪城天守閣は昭和６年に大阪市民の寄付金で復

興され８４年が過ぎました。 
たった８０年程度と思われますが、終戦の年３月の歴史的 

な大阪大空襲から生き延びたことは奇跡的とも言えるでし
ょう。秀吉の初代大坂城天守（1583建造）は１６１５年に落
城し、その後再建の徳川幕府の二代目大坂城（1629建造）天
守も落雷で１６６５年焼失しています。初代天守が３２年、
二代目も僅か３６年の寿命でした。それに比べれば昭和の天
守は大阪城に天守が存在した１５２年間のなんと半分以上
の年月を頑張っており目下最長不倒更新中です。 
さらに特筆すべきは大阪城のように１００ｔを超える巨

石を並べた石垣を持つ城は全国どこにもありません。特に大
手門、京橋口や桜門付近で巨大な石が見られます。これは領
国に小豆島のような花崗岩の産地を持つ西国大名が石を大
坂城のすぐ北側（天満橋付近）まで、陸地を引かず水運で直
送できた事が何よりの理由だと思います。 
１００年後、夏の陣から５００年目の時、昭和の天守閣も 

無事であれば２００歳に近くなって、大阪城の巨石を含め城 
郭全体で国宝に昇格しているかも知れません。 
１０数年前、尾道から海路で大阪への帰途、船が故障し最

寄りの島の漁港へ緊急で何とか逃げ込んだ際、そこが岡山県
の北木島（きたぎしま）だとわかりました。港で事情を話し
善後策も定まり、笠岡港まで曳航してくれる船を待つ間、潮
焼けした漁師さんから北木島は有数の花崗岩の産地で昔か
ら墓石や城郭の石を切り出し、大阪城とも繋がりが深いと聞
きました。この文を書く途中、偶然が導いた離島での記憶が 
その時の苦い経験と共によみがえりました。 

 

＜ＬＴ＞ 
日時：２０１５年５月１９日（火）18：30～20：20 
会場：土佐堀ＹＭＣＡ９０２号室 
司会：丹吾礼メン 
担当：Ｂ班（奥田、小畠、北村、小路、丹吾） 
１．開会宣言・点鐘           只 野 未 来 会 長 
２．ワイズソング            一 同 
３．ゲスト紹介             司 会 者 
４．聖句朗読・メッセージ       只 野 未 来 メ ン 
５．食前感謝             只 野 未 来 メ ン 
６．晩餐と歓談            一 同 
７．ゲストスピーチ 

『頻発する異常気象        日本科学者会議 
-地球温暖化を考える-』     岩 本 智 之 様 

８．ファンドオークション       岡 野 泰 和 メ ン 
 ＊使用済み切手・ﾌｧﾝﾄﾞｵｰｸｼｮﾝの品をお持ちください。 
９．ＹＭＣＡニュース            小路清一連絡主事 
10. インフォメーション               工 藤 義 正 書 記 
11. 誕生日・結婚記念日          只 野 未 来 会 長 
12. ニコニコ              司 会 者 
13. ＹＭＣＡの歌           一 同 
14. 閉会宣言・点鐘           只 野 未 来 会 長 

 

例会プログラム ５月 

５月の強調テーマ〈ＬＴ〉 
ワイズメンズクラブの未来のために、クラブ・部・区での研修だ

けでなく、個人のスキルアップのため自己研鑽に励みましょう。 
藤井久子ワイズリーダーシップ開発委員長（神戸学園都市クラブ） 



 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例会報告 

生地 義治 

四月例会のゲストスピーチは、
「落第記者のひとりごと」と題し
て読売新聞大阪本社編集企画委
員石塚直人氏のお話を聞く｡ 

新聞発行部数は、第三者機関により毎月発表される。日本は
他国に比べて圧倒的に多いが、毎日直接家庭等に配達されるか
ら。他国では外へ買いに行かなくてはならない。一般にニュー
スは主体的には新聞発で、約二万人の記者が官庁等各種機関に
常駐し取材して記事を書く。「客観中立報道」が基本であるが
、大きく変化している。憲法や原発、安保政策を巡り社論が前
面に出ているようです。「仕事の七割は権力監視・批判」も様
変わり。主導したのは読売渡辺恒雄氏？朝日バッシング問題で
は、朝日が二月に大きく部数を減らしたが、読売等も大きく影
響した｡ 
坂本メネットが出席され、クラブ

より弔慰金が贈呈される。メネット
は夜の外出は体力的にも厳しいので
、今月で引退したいと表明された。
又、クラブへ金一封を寄付されまし
た。これからもお元気で夜の例会以
外でお目に掛かれますように。 
メンバーが一名増えそうです。大阪ＹＭＣＡへ転勤してこら

れた東京ＹＭＣＡの秋田正人主事が、転会される意向を示され
ました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２０１５ – ０５   ＴＯＳＡＢＯＲＩ       Monthly Report             Page ２ 

役員会報告 

工藤 義正 

日 時：2015年4月30日（木）18：30～21：00  

場 所：奥田ビル３階 

出席者：只野会長、岩原、岡野、奥田、小畠、工藤、小

路（連絡主事）、丹吾、永井、灰谷、福島、水口（敬称略） 
 

報告事項 
1．4月例会 
［4月21日（火）18：30～20:20 大阪YMCA会館902号室］  
出席者：メン16名、メネット3名、ゲスト3名、計22 
名、メーキャップなし、出席対象者数18名、出席率 
88.9 ％ ニコニコ3,000円  トスファンド7,000円 

2．西日本区事業送金額報告 
3．次期活動準備ミーティング報告  

4月18日（土）大阪YMCA会館6階  
4．西日本区大会当日役割分担について 
5．岡山クラブ50周年5月23日（土）参加者：丹吾、福島  
6．西日本区大会実行委員会 5月18日、拡大実行委員会 
5月22日、リハーサル 5月30日（土）13:00～17:00 
大阪YMCA会館9階  

 

協議事項 
１．5月例会 
［5 月19 日（火） 18：30～20：20 会場：大阪 YMCA 会館］ 
例会担当：Ｂ班 （奥田、小畠、北村、小路、丹吾） 
講演タイトル 「頻発する異常気象～地球温暖化を考える」  
講師：岩本智之氏 （日本科学者会議大阪支部常任幹事・ 

事務局長） 
2．6 月例会            
［6 月16 日（火）18:30～20:20 会場：大阪 YMCA 会館］ 
例会担当:Ｃ班 （岡野、工藤、福永、水口）    

3．秋田 正人氏 転入会について 入会式について 
4．故坂本松男ワイズ偲ぶ会について 

候補日、会場を確認すること 
5．アジア大会 バナー協賛の件 
6．済州三多クラブ 30周年参加招請の件 参加者：岡野他 
7．ヨーロッパエリアからの 7 月土佐堀例会訪問の件  
8．西日本区大会 運営ボランティアの件 
9．65周年事業について 
10. インターナショナルフェスティバル 2015準備の件 
11. 西日本区大会・アジア大会の登録確認について 

４ 月 

第4回評議会に参加して 

4月25日（土）第4回中西部評議会に参加しました。 
清水部長の開会宣言の前に鐘を鳴らしてしまうというア

クシデントから始まった評議会でしたが、議案について白熱
した評議会となりました。 
部長挨拶・部長報告とあり、この4月から中西部の連絡主

事が藤岡連絡主事から内山連絡主事に代わり、挨拶と大阪Ｙ
ＭＣＡ連絡事項と続きました。 
その後議案に移り、今回は4つの議案がありましたが、中

でも「中西部の特別会計取り崩し承認の件」についての議論
が発熱しました。これは、第18回西日本区大会のユースプ
ログラム支援のために特別会計を取り崩したいとの提案で
した。結果は可決されましたが、「ユースとは何か」「ユース
の会費として使うのか」「具体的なプログラムは」等意見が
出、どの方の意見も理解できるところがあり中々難しいなと
感じました。（只野 未来 記） 
 

坂本メネットから 

 

誕生日･結婚記念日の皆さん 

クラブ研修会 

平成27年4月18日クラブ研修会が行われました。65周年
記念例会（H28.4.2）へ１年も切ったこともあり、次期クラブ
役員（案）、事業委員の選任（案）、例会の実施日等を詰め、次
期に向けた準備を前倒しにできることは前倒しにしていきま
す。皆様、土曜日でありながら多数のご参加と熱い議論、あり
がとうございます。（岩原 義則 記） 
 
 

 

いつもテーブルのお花をありがとう 

石塚直人さん 

秋田正人さん 
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[International]  

アジア地域大会ニュース 

7月31日から8月2日まで京都ウエスティン都ホテルにて開催されるアジア地域大会のニュースをミニシリーズ 

（5月号～7月号）でお届けします。 

まず最初は基調講演についてのご案内です。大会参加登録がまだの方は是非早期のご登録をお願いします。 

 
 

 

 
 

シリーズ「私の○○年前」③（会員リレーエッセイ） 

１７年前  

岩原 義則  
 

私は、今年で昭和48年生まれで42歳になります。半分というと、21歳、平成6
年となります。 
大学生時代ですが、実は、まったく写真がありません（笑）。もうそのころは、

ほとんど引きこもり的に勉強していました。人生でもっとも勉強していた時代で
す。卒業した年は試験に受からず、一年さらに・・・ということでここの時代の写
真もありません。ほとんど人にも会わず、外にも出ないという時代です。 
その後、無事試験に受かり、司法修習生となった1998年頃の写真はありました。

つまり、平成10年であります。24,25 歳です。最後の2年修習の時代で、ここか
ら2年間みっちりですが、若干余裕の表情がありますね。 
場所的な移動としては、研修所（埼玉県和光市）→、三重県津→研修所となりま

す。津で1年4月すごしました。名古屋出身ですが、じつは初めて行ったところで、
三重もとても好きになりました。少し離れればホタルがいっぱいだったり、ザリガ
ニが道を歩いていたり、タマムシは飛んでいたりと、今は大分変わったかもしれま
せん。 
もちろん、時代はwindows98の発売の時期（今調べたら98.6発売）です。その

ため、写真はデータのものはありません。修習にもパソコンがあったほうが便利と
いうことで、パソコンを買ったのもこの頃です。たしか、最初は、バイオで、Win95
でした。HD容量は、当時破格の2GBで、滅茶苦茶高かったことを思い出します。 

   基調講演のご案内 

7月31日（金）午後のプログラム 

テーマ「宇宙からの贈りもの」 

講師 毛利 衛 氏（宇宙飛行士、日本科学未来館館長） 

 

 
1948年、北海道余市町に生まれる。 

理学博士。 

85年、日本初の宇宙飛行士に選ばれる。1992年と2000年の二回、宇宙船

「スペースシャトル」で宇宙に飛び立ち、地球を回りながら実験や観測の

仕事をおこなった。 

2003年には、潜水艇「しんかい6500」に搭乗して深海の様子を報告。2003

年と2007年に南極に行き、皆既日食のハイビジョン中継を行う。また南

極昭和基地50周年事業で地球環境保護の大切さを報告した。 

現在は宇宙飛行士として宇宙活動への助言をする一方、日本科学未来館館

長として科学教育の普及に努める。 

著書に「モマの火星探検記」（講談社）「宇宙からの贈りもの」（岩波書店）

「宇宙から学ぶ/ユニバソロジのすすめ」（岩波書店）など多数。 



 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪クラブ3月例会 

大阪クラブ ３月例会参加報告 

3月 10日、大阪クラブの3月例会に工藤メンと出席しまし
た。この日のゲストスピーカーは、わが大阪土佐堀クラブの
前会長の岩田晋メンで、交流と葛藤の地を行く―日本と韓国
「近くて近い国」となるために―をテーマに素晴らしいスピ
ーチをされました。 
岩田メンは、約38年前から韓国に

かかわった研究をされ、定年退職後
に高麗大学を入学卒業されました。
「現場・現物・現実」の 3 現主義を
モットーに韓国各地を歩かれていま
す。今回は、日韓の交流と葛藤、所
謂、光と影の部分―特に影の部分―
をもう一度振り返って、観念的・抽
象的にではなく、より具体的に踏み
込んで理解することの大切さを話さ 
れました。大変良い話を伺いました。  （福島 眞一 記） 
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４月例会出席者数 
メンバー   1 6 名 

メネット    3 名 

コメット    0 名 

ビジター・ゲスト 

       3 名 

出席者合計   22 名 

４月例会出席率 
会員例会出席者 16 名 

メーキャップ  0 名 

合  計   16 名 

現会員数   19 名 

出席率対象数 18 名 

出 席 率     88.9％ 

B F 
切 手 36,000 pt 

現 金    336 pt 

 

 

                 

今期合計 36,336 pt 

ニコニコ 
４月分     3,000円 

 

 

 

 

今期合計 64,141 円 

TOSファンド 
４月分      7,000 円 

今期累計  104,275 円 

 

 

 

残高合計  1,274,535円 

 

 
 

■第２６５回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 
日時：５月１５日（金） 7:30～ 8:30 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館 １０Ｆチャペル 
説教：竹中 豊明さん（北ＹＭＣＡスタッフ） 
 

■創立記念礼拝 
日時：６月６日（土） 13:00～ 13:45 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館 １０Ｆチャペル 
奨励：日本キリスト教団 天満教会 春名康範牧師 

＜今月の題字写真＞コデマリ バラ科の落葉低木。中 
国南部が原産で帰化植物。漢字で小手毬と書き手毬の
ように見えることからが名前の由来。オオデマリもあ
るがスイカズラ科で全く別科別属。しかし花の大きさ
は違うが良く似ている。（撮影：奥田時夫） 

26日 福永 稔子    26日 小路 久美子 

29日 岩田 千代         

   

▽６月の予定 

▽５月のお誕生日 

12日(火)65周年記念事業委員会(18：30～)  土佐堀YMCA 

19日(火)クラブ例会(18:30～)    土佐堀YMCA902号室 

23日(土)OYISｽｸｰﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 2015 大阪YMCAｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙ 

26日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 

26日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

▽５月の結婚記念日 

16日 福島眞一・節子 

ＹＭＣＡニュース 
 

大阪土佐堀クラブ65周年記念例会2016.4.2まであと338日 

５月例会案内 

『頻発する異常気象 
    -地球温暖化を考える-』 

岩本智之様に、お越しいただき、お話ししていただきます。
環境問題について、一緒に考えましょう。 
ご参加をお待ちしています。 

13(土)～14(日)第18回西日本区大会 ﾊｲｱｯﾄﾘｰｼﾞｪﾝｼｰ大阪 

16日(火)クラブ例会(18:30～)        土佐堀YMCA 

23日(火)第二例会・役員会(18：30～)     奥田事務所 

23日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

▽５月の予定 

21日(火)クラブ例会(18:30～)    土佐堀YMCA902号室 

28日(火)第二例会・役員会(18：30～)     奥田事務所 

28日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

31日(金)～ 第26回アジア地域大会     ｳｴｽﾃｨﾝ都ﾎﾃﾙ 

 

▽７月の予定 

京都トップスクラブ20周年記念例会 

京都トップス20周年記念例会参加報告 

4月 5日（日）に京都トップス20周年記念例会に岡野ワイ
ズ・工藤ワイズ・丹吾ワイズと共に参加してきました。今回
若いメンバーを中心にこの記念例会を準備していると聞き、
来年我が土佐堀クラブの 65 周年記念例会の参考になるので
は、と考え参加しました。 
このような周年例会に参加したのが初めてというのもあっ

て、とてもおもしろく、また純粋に楽しむことができました。 
様々な趣向で来られた方を楽しませる内容がたくさんあ

り、また、今まで京都トップスがここまでになるまでにたく
さんの方の協力があったということをしっかり伝え、『感謝の
気持ちを伝える』という思いがとても詰まった記念例会であ
ると感じました。 
来年行われる土佐堀クラブ65周年記念例会もたくさんの方

に感謝し、楽しんでもらえるような会にできればと強く思い
ました。（只野 未来 記） 


